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第３分科会 「公務職場を魅力あるものにするために」 
 
こんな人に来てほしい！ ・公務職場を魅力あるものにしたいと考えている方 

・公務職場の「やりがい」や「働きがい」について関心のある方

テ ー マ 
近年、公務職場の採用応募者が減少していることに加え、若年層
を中心に中途退職が増えていることから、「公務職場を魅力ある
ものにするため」の人材育成・職場のあり方・働きがいについて
考える 

分科会で取り上げる課題 
(キーワード・ポイント) 

・中途退職者の増加等に関する現状把握・働きがい（ワーク・エ
ンゲージメント）の向上  

・公務職場で働く職員に独特な働きがいのあり方「パブリック・
サービス・モチベーション」（ＰＳＭ）の紹介 

こ の 分 科 会 の 特 徴 
調査研究報告等から公務職場の実態を明らかにする。また退職希
望者が「職場での働きがい・目標・キャリア展望等を見失ってい
るのでは」という仮説から、職員の働きがいの向上や具体的な公
務職場の見直し、組合・自治研のあり方改革につなげていく。 

タイムスケジュール・ 
企 画 内 容 

＜午前＞ 
検証「私たちの職場のリアル」 
９：00～９：40 本分科会のねらい・基調提起 
        「いま、公務職場でなにが起きているのか？ 
         ～自治体の若手職員の現状と課題～」 
        提起 田井 浩人さん 
９：40～10：40 リアルトーク（退職経験者による） 
        パネラー 長野・川阪 竜也さん／ 
             島根・丹羽野 真也さん／ 
             福井・吉村 清香さん 
        司  会 石川・直江 優介さん 
10：50～11：20 要請レポート報告「若年層の人材確保のために」
        津川 章典さん（三重県本部） 
11：20～12：00 アイスブレーク＆グループ討議１ 
        「あなたの職場では？」 
（12：00～13：00 昼食休憩） 
＜午後＞ 
会場参加型トークセッション 
「公務職場のモチベーションを考える」 
13：00～13：30 自治体職員の働き方に関するアンケート調査報

告～働きがい・ＰＳＭとは何か？  
        報告 田井 浩人さん／解説 嶋田 暁文さん
13：30～14：30 パネルディスカッション 
        パネラー 三重・宮脇 拓也さん／ 
             （株）BeOne・丹羽野 真也さん 
        助  言 嶋田 暁文さん／田井 浩人さん 
        司  会 静岡・大木 恭さん 
14：40～15：40 総括講演 
        「公務職場を魅力あるものにするために」 
        講演 嶋田 暁文さん 
15：40～16：00 グループ討議２「職場で、地元で、あなたは何
                に取り組みたい？」 

助 言 者 
要請レポ ート・報 告 

＜助言者＞ 
九州大学大学院法学研究院教授 嶋田 暁文さん 
北海学園大学法学部講師 田井 浩人さん 
＜要請レポート・座談会参加＞ 
津川 章典さん（三重県本部） 
吉村 清香さん（福井県本部）    

第３分科会『公務職場を魅力あるものにするために』 

LINE（オープンチャット）アクセス方法 

※アプリ「LINE」がインストールされていない等、オープンチャットに参加できない場

合は、分科会開始までに事務局にご連絡ください。 

※コメント・意見の投稿は、県本部名を最初に入力の上、コメントしてください。 

※参加者全員が確認できますので、不適切な発言、スタンプの連投等はお控えください。 

①右図の QR コードを読み取る 

右のQRコードをスマホのカメラで読み取ってください。

②新しいプロフィールで参加 ③ニックネームを入力する 

[新しいプロフィ 

ールで参加]をタッチ 

してください。 

匿名で名前を登録でき 

ますので、「参加者」と 

入力し、右上の『参加』 

をタッチしてください。 

  

④投票に回答する（回答方法） ⑤コメントや質問を入力する 

①「投票する」をタッチ 

②当てはまる回答にチェック 

          ③「投票」をタッチ 

 

 

 

 

 

随時質問を受け付けますので、メールを打つ

要領でご入力ください。 

 

 

 

 

 

 

QR コード『第３分科会用』 QR コード『第３分科会用』 

ここを 

タッチ！ 

ここを 

タッチ！ 
名前入力後

「参加』 

タッチ

① ② ③
質問・コメント 

入力後送信 

上記①～③までを、分科会開始までに済ませてください。④⑤は分科会中に活用します。 
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第３分科会：公務職場を魅力あるものにするために 「リアルトーク」質問票 

パネラー名  川阪 竜也   （現在の所属 長野県本部労働運動局） 

質 問 項 目 回        答 
公務員時代の所

属・経歴等につい

て 

地元の南木曽町役場に就職しトータル９年間、公務員として様々な部署に

て業務に従事しておりました。 
税務課で４年（国保税１年、住民税・収納担当３年）、長野県企画振興部市

町村課に出向し地方創生担当を１年、町に戻り危機管理担当１年、→上下

水道課に異動し上水道の現場担当１年、上下水道事業の経営担当に２年従

事しました。 
公務職場を退職さ

れた理由について 
〇多くの職員が内向きで責任を負わず新しいことに挑戦しない姿勢 
〇トラブルが生じても上司は知らん顔 
〇基本的に前例踏襲で、間違ったことに気づいても当時の担当者に責任を

擦り付ける 
〇毎月 100 時間を超える過酷な残業をしていても「今までの担当者は全員

経験してきたから」と周りは知らん顔 
〇その顛末として、責任感を持って仕事をする職員や、自ら進んで業務改

善に取り組み仕事をする職員は皆辞めていく 
いったい何のために仕事をしているかと疑問に感じることが多く、役場

を退職する３年前から「このまま組織のいいように使われながら仕事をこ

なし管理職になったとしても、町を飛び出し外の世界を見ることなく定年

を迎え一生を終えていく。そんな人生で良いのか。」と考えるようになり、

退職を決意しました。 
現在の仕事内容・

職場について（あ

るいは退職前と比

べての感想） 

自治労長野県本部で書記として勤務し３年目となります。現在は消防協・

町村評・女性部等各評議会事務局のほか、公共民間評オルグ担当として組

織拡大の仕事をしております。 
前向きに仕事に取り組む人と出会う確率は前職と比べて格段に上がりまし

た。しかし、それでも我が職場を見れば前例踏襲、なんとなく事務的に仕

事をしている感は否めません。 
一つの組織で淡々と仕事に取り組んでいるだけでは、その組織では良くて

も世の中の流れから取り残されてしまう。前例踏襲は伝統を受け継ぐ、先

人たちのやり方を次の世代につなぐ等良い面もありますが、“今までそのよ

うにやってきたから”と言われ今の時代に合わないものも引き継ぐ。その

結果、今の現場のリアルな声を反映できない活動が組合員のニーズと乖離

し、組合員にとって労働組合の必要性が薄れてきてしまうと感じます。 
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退職を決意しました。 
現在の仕事内容・

職場について（あ
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た。しかし、それでも我が職場を見れば前例踏襲、なんとなく事務的に仕

事をしている感は否めません。 
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第３分科会：公務職場を魅力あるものにするために 「リアルトーク」質問票 

パネラー名  丹羽野真也      （現在の所属 ㈱BeOne         ） 

質 問 項 目 回        答 

公務員時代の所

属・経歴等につい

て 

2010 年 4 月  松江市役所入庁 建設部土木課配属 

2016 年 4 月  産業経済部農林基盤整備課配属 

2016 年 10 月 松江市職員ユニオン 執行委員 

2019 年 4 月  都市整備部都市政策課配属 

2019 年 10 月 松江市職員ユニオン 書記次⻑（専従） 

2021 年 10 月 松江市職員ユニオン本庁支部 書記⻑（専従） 

2022 年 9 月  国家資格キャリアコンサルタント取得 

2022 年 10 月 松江市職員ユニオン 書記⻑（専従） 

2023 年 10 月 産業経済部農林基盤整備課配属 

2024 年 3 月  松江市役所退職 

公務職場を退職さ
れた理由について 

新型コロナウイルスの発生、緊急事態宣言下で労働組合専従職員になりま

した。 

当時、心身不調に陥る組合員は急増し、病休者の数は過去最悪の数字とな

る異常事態。 

労働組合の存在意義を考えさせられた瞬間であったと同時に、これまでと

同じ取組だけでは救えない人たちがいると感じました。 

このことをきっかけに、国家資格キャリアコンサルタントを取得し、労働

組合の立場として、組合員が自分らしく輝くためのキャリア支援を始めま

した。 

しかし、自分の立場で市役所の仕事を抱えながら、支援を続けていくには

限界があります。 

労働者、使用者双方の目線を知っている自分にしかできないキャリア支援

をしていきたいと考え、退職、起業という決断に至りました。 

現在の仕事内容・
職場について（あ
るいは退職前と比
べての感想） 

2024 年 5 月に株式会社 BeOne（ビーワン）を立ち上げました。「働く人

が自分らしく輝くを支援する」を理念に事業展開しています。 

特に、組合役員時代に作成した「公務員版人生ゲーム」を基に、全国の自

治労県本部、単組の学習会でキャリア形成についてお話しさせていただい

ています。 

組合員の皆さん、日々の業務に追われ、自分自身を見つめなおす時間を取

ることが難しい状況です。しかし少なくとも節目ごとにはその時間の確保

が必要です。 

変化の激しい時代において、組合員とその家族の幸せを支援するために、

組合員一人ひとりのキャリアも支援することが必要な時代が来ているよ

うに思います。 

弊社のゲームや研修を受講した皆さんが笑顔になり、自分自身を見つめな

おすきっかけになったと言ってもらえるのが大きなやりがいです。 
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第３分科会：公務職場を魅力あるものにするために 「リアルトーク」質問票 

パネラー名  吉村 清香           （現在の所属  大野市職労      ） 

質 問 項 目 回        答 
公務員時代の所
属・経歴等につい
て 

①滋賀県多賀町役場（新卒～3 年間） ②福井県越前市役所（7 年） 
③㈱ユニフォームネクスト（1 年）  ④福井県大野市役所（2 年目） 
①②④土木職として、道路や公園の工事の設計、現場監理、除雪事業など
の維持管理、新設整備業務に携わる。 
②越前市役所では、1 年間、旅行会社に出向し、企画や商品開発などに携
わる。出向後、市役所に戻り、2 年間観光関連の部署に配属され、観光コ
ンテンツの営業やふるさと納税事業を担当。その後、新幹線開業に伴い新
設される駅の周辺整備事業の担当部署に異動となり、道の駅や広場、道路
の計画、設計、現場監理、関係機関との調整などに携わる。 

公務職場を退職さ
れた理由について 

越前市を退職する直前の 2 年程、新幹線関連で新設されるハード事業に
関わっていたことから多額の事業費に対して、今後の維持管理費なども踏
まえ、事業費分の価値があるのか？この費用を教育や福祉に回した方がよ
り意味のある使い道ではないか？と考えるようになった。更に新幹線が福
井に開業することに対して肯定的に捉えることができない周囲の声や自
分の考えから仕事の意味があるのか考えるようになってしまった。 
年次が上がり、上の立場になるほど、誰のために行っているのか、目的

が何なのか納得の出来ない大きな仕事に関わる機会が増えるのか…とモ
ヤモヤしていた時期に知人がやりがいを感じながら楽しそうに仕事に携
わる様子を SNS で見る機会があった。勤務先の会社を調べるうちにベンチ
ャー企業だからこそ社内教育に力を入れ、社長が仕事に対しての考え方を
くまなく社員に伝えていることやお客様目線での行動に重きを持ってい
る事が伝わり、この組織で働きたいと思い、転職するに至った。 

現在の仕事内容・
職場について（あ
るいは退職前と比
べての感想） 

越前市を退職する直前と現職の大野市での担当業務は、どちらも土木職
としてインフラの整備や維持管理という点では同じだが、仕事の捉え方や
考え方が大きく変わった。これは越前市を退職後に勤務したベンチャー企
業で行政と全く異なる価値観や仕事の進め方に触れ、いい意味で行政職員
が社会に与える影響の大きさに気が付くことができたからだと思う。 
同様の仕事でも住民の方にとって自分は何ができるか？仕事仲間にや

りがいを持ってもらうようにはどうすればよいか？深く考えるようにな
った。また、退職前は学ぼうとする意識が弱かったが、今は自分が学んだ
ことが多方面で活かせることに気が付き、ユニフォームネクスト退職後に
は土木系の国家資格を取得するなど学ぶことに対して積極的な考えを持
つようになった。 
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講演
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第４分科会 
 
 

もう知らないでは済まされない 

ＬＧＢＴＱ＋【実践編】 
 

  


